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 昭和42年度のり養殖概況

養殖部

 !・施設数

 第1表に示すように県下I7漁協.86・4経営俸で網ヒビ1・2036枝によ

 り養殖した。これは前集度のエエ漁笛2ち5経営体よりも増加している。

 各漁協別に娃営体歓の変動をみると,谷山がiぎ.寺本I1.川内1ゴ,そ
 の.伯出水,喜入なきが増加した他,新たに養殖を始めた経営体数は酉桜島1'

 国分グ廃屋5.島平24で。減少レた漁協は牛根・垂水などであった・

 第1表漁協別.採苗別網ヒビ数(漁協からの報告資料)

        網ヒビ数(枚)

        .天然採苗人工採苗令書f移植一ヒビの採苗地        漁法則地兀移植地元移植
        出水市165&6671,6582Ω53.9749.504佐賀福岡熊本

        東.町81234127出水一

        長島町5Ω50

        黒之浜1・8Ω30

        阿久濠市1459佐賀

        川内市33204204佐賀熊本

        島平2440Ω400佐賀

        入房26Ω36S熊本

        岩.本12575一?熊本

        喜入町ユ9144包5-8垂水一

        谷山44・一12Ω44・ち565舶本

        西桜島枯工44谷山

        崩治末町ユ934-734字熊本出水

        国、分市一?220220出水

        牛穣66262垂水・

        垂水市一173ユ631'6

        廃屋一市.・5=2'020垂水

        計・8643,854一王,6627015.・8}一9I2,036

甲一1'一



 また,網ピピ薮ば闘氷が4242枚,谷山207。嚢水96・牛根98枚・

 川・内・・牟1勧年度'よバ増・如し七'ふIパその他新規に島平いO・国分20。
 枚が増加した。岩本てば減少している。

 組ヒビを縮別にみると・天然採苗ヒビ当ま㍗.6㍗網ヒビ総数州
 %で,その大部分が出水で採苗されている。

 ギ.噂軍㌣は6・身咋そ㍉壬昨千三㍗…枚増えてい一札
 !し1ごし・w人工紐呼率1・紅・却合計し手川枚を苧元今
 ・工㌣酋Iし㍗は㍗㍗叶㍗1稜㍗存凧一
2.生産量.

 第2表　漁協別生産量(漁協からの報告資料)、1.

       ㌻、生・牽'量(千枚)一1ヒ.・ピ、i一枚当り生産量(稗)備考       くろのりまぜのりあおのり.計

       串・永市2・4。㌔ギ身1蔓.917.二a9,6.4毛.68色2388.6
       豪士一・1町・:i・7,幸.恥砿・35色・'一=2,821.3バラのりをに換算
       畢・島!.。町O.51ρ15・'㌔ρ2.0'40.O
       黒之浜22.O.22・0・73-3.3
       阿久根市].全3O.}15.O1,6竈5.6

       川内1市112.O工2.O'58.8
       島..・二・平一2?1.O、27工.Ω6・77.5

       .八..房.O=o

       .=岩:本■工.        O.202'一一2二9

       喜.人1町ユー'2103.1工5.工260.3

       容・1ψ.11?.2104.8ポ§227.340睾.3
       酉.豊島・村・一〇.3O.3?5.Ω
       茄串木一町7.O王耳08-O`..・'28・O一8-O.7
       1一一由、.分一=市二7.17.O31.8
       .牟・'紅10ρ2力I12.O.エ93.5
       二金.永市81112.O81.2.02569.6.

       118fgユ8,5三;1白45ρ

       13・7与6,51わ.?8。寧..β.5.仙015,4-8j9.345b,O



 第3表　鹿児島県の年度別生産状況

       一年度.紬、体数一響㌢警生産.枚数・で千枚)ヒ.ピ1枚平均整養枚数ηり.平均.、単価(円')備考■1■一一■■
       3Ω116=…二一一一一州2.デ'農林統計

       31・一9ヨ5一・…一プ蝸一㍍;〃
       1一≒.

       ξ2一1㌧0・・育一j1・苧.7号・工..卵.亭〃
       3319?・2,199,2.733〃

       3缶230934.8467〃

       3525・63.O?92,291・3725〃

       361992.8ユ13,039.81,Ω625.一?3水一試調査

       3726る2.3壬24,080・9ユ,48隻7,32〃

       382663・壬46.3,OO・3・0'801・13.46〃

       B93306,壬王壬壬.725.O73る』9.2Ω農林(一部本試)統計

       403336.3643.壬一87・壬5.48ユO.98本試調査

       41295(29壬一6,6・55(6,665)7,9筥5.7(9,593.01,209(1.4391ユ.71
       42364ユ2,q;春65,489-3456け60       一1試葦艘1統司
 .第2表胆糠協列生産抹況を示.した。

 県全体の総生産枚数は約549万枚。金額肥して約800・Ω万円で一,昨年度.

 の総生産枚数K比して約30%城となった。しかし金額では14%滅にと£ま

 つれ網ヒビ三枚当りの平均生産枚数は総体の平均では.456枚で、・昨年の3

 分の1に近い隼牽に落ちたが;一地区別にみると垂水の網ヒビI枚当り2570
 枚Iから岩本3枚というように地区別の豊凶が大きかった。過去5ケ年のヒビユ

 枚当1生牽枚革!一肌枚)を平年榊みると・本皐度は州の作柄とな
 った。

 3.気・象・海況

 ○兆一温一I
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 滅期間中の綱泌ると(第期).1・.月下枇平年工ちも外舶を示
 したあと1月中旬ま七はわずか肥低一いか叉は平年並みであρた.しか'し.更に

 その後・メ中旬以降の盛鯛には平準よりも・℃以上も低い綱を示トて・“
 ○気温(鹿児島)一一己気象台資料から

 10月以降11月中旬までは平年よりも高ムであったが,11月下旬以降は

 1月中旬一に平年並みの気温を示した伯は2℃程度低かつ午。そして3月†旬か
 らは平年よりも高くなる傾向を示した。
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 第1図　旬別平均水温・気温変化

 ・4、、占

 2葦一月・



 ○水平両日射量(鹿児島):気象台資料から

 .第2図にみるようにg月から3月までの漁期及びその前後を遺して1ヨ射量は
 速かに少一なかった。

 Q・捧雨.量(鹿児島):気象台資料牟ら一(第3図)
 ・。月下旬・・月年旬に平年よりも・・燃蝉多くたった伯は平年よりも少

 二・ため・と汰り1珠に12月よ旬・1月下旬・.2・月ヰ・・下句が少汰かった。
 集・申酌た大雨はたかつ・た。

.第2図 旬別平均日射量(鹿児島気象台資料)

第3図旬別平均降水量(鹿児島気.象合資料)
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養殖綴況

採暫期

 工,人コニ採輩

 出水堆区:・・月・・～・・冒麓込み、芽付きは・O月一一・・員(田畑嫡・
 調査)でヒビ糸'1制の片手爾で68箇。1O月下旬の台風34号一

 によりヒビが打上げられ,芽付き二が減少した。
 垂水地区:早期採當として1O月18目に牛根漁場.で土5族のヒビ歩建込

 まれた・芽付きはlO月29買でヒビ糸1伽当り17～一33個・

 アオノリ3～エO傾でヨデレも多く・1O細胞体以上のノリ芽は
 茅イタミが多かった。

 主力は11月2～3目に建込まれ.ユ1月9日の芽付きは87

 ～290個。平均170燭みと濃密で。アオの着生も認め杜かっ

た;

 谷山地区:'研究グルーブによるはじめての裸一苦でユエ月2目に建込・まれた。

 、茅付きは1ユ月王ユ冒陀呂.190個姥荊以上と濃密であった・
 幼芽は色が黄褐色で色素・体も萎縮した状態を呈し,栄養不良を

 感じた。

2,天然採董

 出水地区1野口漁場.を一主体として本年は採苗ヒビ数が3600枚と慈.増し

 た・建込みはエg月下旬～ユエ月中旬で、例年よワ早目であった。
 茅付きは・特に調べ液かったが,良,不良のムラがあったようであ

 る。

 長島ふ・日月上旬噺込んだ。又.ヒトエグサは芽付㌫良、苧った。
 移植、I.、,

、
、

 出水地区は県外からの移準ヒビが川月・・目から川j上旬にか㍗張
 り込まれた。・11月岳冒に島平甑場に移植された県外ヒビの芽付き沌・ヒ亭糸

 ]伽当りユOO～2-Oρ・綱と濃密で,ノリ・ゆ最大葉2伽.平均2欄で偽りた。
 しかし,茅イタミ症状が30～60%一あ割合でみられた。

 鹿児■島湾地区は垂水八エダネがユエ月中旬配布,県外からの移植分が111

 月上～下旬に雫込ま叶.・・.1ミ

 ー一6一



 ○生・長期

 出水地区∵早外からの早大ネヒピ1‡!1月・ρ戸鮒最大・舳に伸長した・も
 のもあったが.特に福之江及ぴ名護漁場ではエ1・月下句～12月上旬

 に自ぞサ.ひによ?て生育不軌壮ろれ被細小さ・・獅合漁嘉では
 11月下旬から僅かながら摘採'期に入った。潟、古汝,野口地区では

 例年通りユ2月下旬㍗ユ月に人1つて繭採期犯人った.。

 西薩地区:島平漁場では一時ノリー芽の脱落流失等がみられた.が・ユ亭月上旬か

 ら摘採を.はじめるようにたつ㍍黒・瀬.漁辱では色恥がみら午たが・
 漁期後半には回復した。

 鹿児島湾地区I1薩摩半島摺の藍本・喜入・谷中漁率は芽イタミによる発育不振
 で.例年より1ケ月以上運れて2月上旬から摘採期に入りた。

 一方・垂水・萬須漁場では煩調た竿育を示し・1戸月下旬から生産
 期に入った。

 ○病害

 、,自グサレ

 本年度の不作の主因と汰った。大き赴被害を受けた出水福之江漁場では

 ヌ◎月下旬～〕1月上旬に移植した県外分人工採苗ヒビ。がユエ月…o日頃に
 最大川舳室長したが,軽いチヂミ症状と郎生長借滞があらた一・月
 に入って葉先から白{クサレ℃流失がひどくたった。12月6～71ヨの現地

 調査の結果,約3二500枚のヒビのうち.工,OΩO枚が壷症ヒビ(エリスロ

 シソO.2%海水溶液に2分間浸漬処理で葉体の50%以上あ部分が染色され

 る)で河口から漁場中央にかけて多かった。襯逓し一の良い沖合にかけて軽症

 となっていた。被害ノリには糸状細菌が儀表面π密生し,特に下芽の幼芽の

 枯死したものにも若しく着塗し七、・.た。

 移植蒔から19月上旬の流失までの約1ケ月間の病徴は調べてい汰いが,

 福之江へ移植したヒビと同じ採蕾綴が葛不漁霧へ移植されて捷り,・このヒビ

 の移植当時1工月6目の観察では前法のとおり30～60%の幼体に茅イタ
 ミ症状がみられていた。島不漁喝で・は工i月下旬に錘いチヂミ症林で、ヒギ
 が弱く梯落流失するものもかなりあった春,白グサレ症状は発現せず摘採期

 に禾らだ。しかし1月中旬までヒビユ枚当り300・～40・O枚の生'産にどと

.7・



 童った。島平漁場では岡じヒビをエ2月上旬に帯凍俣蔵し,I月中旬肥出庫し

 一たところ13月まで好調走生産をあげヒビ1枚当づ1.OOO～ユ,200枚とた
 った。

 以上のヒ左壱総合してみると・1本県における白グサレ病害の特徴は,

 (1〕幼芽期に芽イタミ症状がみられた;(11、上旬)

 (副ユ1月中旬一k生長の一停滞がみられ。5～I1O制のノリ棄体にチチ.ミ症状が

 あった。

 (3)11月下旬～12月上句にかけて葉体の縁辺から白化枯死して流失した。

 当時の下芽も粧死したもの'カミ多かった。

 (坤状纈菌が靴兆一綱胞表酢密生していれ
 (勾病状は;河口漁場.漁場の中央都附近が重症で,潮一通しのよい沖合,外海
 漁場では僅かながら生産肥繕びついた。

 2.茅イタミ

 鹿児島湾漁場のうち大隅半島側の垂水.高須漁場は好調た生産を差片た反面,

 薩摩半島働の岩本1喜入.谷山,重富漁場は不作であった。その主因は芽イタ

 ミであ'る。1一

 考本漁場七に1O児29目沈県外('二1…本県)ぶら穣植し濃密な・芽付きであっ

 たが,。1・2月にたっても発芽がみらんず(。70%く)5?枚のヒビからユ月4

 日に僅か200枚あ生産にと半まった。

 喜入漁場では垂水人工採窟ヒビを1工月中句に移植した亭㌧12月中旬で肉

 腰祝されたいヒビが53%,ノリの蒲生が散見されるもの30%,ほ∫全面犯

 発芽しているヒビユ7%と杜っている.o

 谷山漁場は11月2日捉野外人工採苗したヒビIでは1'2I月上句に1㈱一に生育

 したが蒲生にムラがあった。そしてモの後は生長よ.りも脱藩流失がひどく、一塗

 壁に結びつか杜いヒビが多かった。同一漁場・での本試の試験ヒビでもユ1月2日.
 の野外孫葦後I1月中旬と一王2月上旬にノリ芽の減少が一みられ,ユ2月13

 目・のエリスロジ:ノ染色紀よる調査でも一60～90%の幼芽が染色され杷。そし

 て12月下旬たなウて肉眼的幼体が認められるよう1(たった。

 又.谷山漁場で採苗したヒビのう:ち一4救凌工2月一ユ日頂桜島村甑協の試験ヒ.

 ビとし叩村小池に移植したものでほ。順調帷育し・月上旬に摘採可能主だ

.8.



 一っている。このことは幼芽の生育にとって.薩摩半島側が不良な嚢境にあっ

 たことを証明している。そして、谷山漁場てば1月に入ってからノリの生長

 が回復し.2月から生産期に人一つた。'

 ○集塵期一

 一出水地区:11月下旬から早ダネヒビの摘採期に入?たが・中グサレによる
 病害で福之江,名護漁場が生産・低下とたった。

 .被害をまぬがれた,潟,ワラK脇,野口の漁場にユ月2=O日船舶廃

 油と思われる重油被害が発生し生産盛期のノリ網の生産滅・2月下

 句の台風によってとビの流失等,被害が続き不作となった。・

 川内地軍:出水地区同様に早ダネヒビに依存しておりパ凶作とたった。

 串木野昨1八房川締は自グサレ・・アオノー用被害で生産がたかった・
 底平漁場は本集度はじめて企業的な規模で実施し,県'外座畢ダネに

 竿存トでべ'た戸㍉外海漁場であつえために生産に結ひつい㍉靴
 冷蔵細とIして1月中～下句に出庫し'たヒビは好調な生産をあげた。

 鹿児島湾地区一:箸本漁場は凶作、喜入.谷山漁場が僅かに生産を一あけ,特に

 6月以降が生産期となった。

 一方・墨水・高須漁輝では順調た生育をして・、嚢水セはヒビユ枚
 当り平均2,57.O枚と従来の記録を大きく破り畢俸とたった'I.

5,共販概況

 県漁連主催による出水共販は12月'26日から壬月18目まで7回実施され

 た。当初の言十画ではエ2月に2回実施することにしたが,病審による生産不振

 ̂ためi2月は1回となつ尤。

 総出荷量は約510方枚で総生産量の95%であった。漁協別(第4表)で

 は18潰協から肺され・出水が・・11・垂水.が1・ん.島平・%・谷岬%
 の煩で、この4漁協で98%を占めた。

 共販ごと?平字単価の愛甲は第・国い月'・日)の1・円・・銭を最高を
 5回(3月8目)までは一15円内外を保つたが,6～7回はアオノリIの出荷が

 多く7～9円と低下した。しかし,本年慶は全国的た不作のため.価格は高め

 を保ち。共販総平均は1ち円50'銭と,従来の記録を更缶.した。一(第…表参照1
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第4表  共販日別。漁協別出荷量(県漁連資料)

          τ涼三、月'、、目2B壬・567言f           ■          I一'一

          1月ユ7目2月2目2月17目3月8目3月29周4月18目、貴烹箒          出.水令357.17ユ8,7771.5698.470L8369,67ユ.07

          策一町壬.44.壬5.ユ8

          阿久根市Ω.壬ユ.O2.23.63.03.613.818.73

          川内市5.33.1O.9IO.69.9.19.58

          島平30.332.738.6・唾壬一身50.9?53.97男5.08270.8216…1.

          I喜一入町5,36.97.I2.5呂1,8ユ・51一.98

          谷山1.661・292.ユ55.4816.9287.2814.一30

          加治木町3.63.66.一63

          国分ポ6.O6.O15.一87

          牛根2.1O.91,84.816.一85

          重水.市184.2189.4148.98183.45106.Ω2812.0519.74

          鹿・屡市5,4O,82・呂5.72.61.4].8.11-6.87

          無根占町.、           3.O一6.1-I9.112.66

          ※・その他9.073.ll.ユ2.1712.一.86
          酎398,1.959.471Oユ2.8g67.881,050.22596,07122.455101,99

          平島単価、。甲;。・18.9316.26「           16・401壬.349.7ユ、、一15.50

 τ涼
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 漁協別金平均単価は、・罷水が2-6回に・出荷して19高74'銭と最も冬く一・盤
 .作と相接って品質的にも真かったことがうかよえる・

 一_方,不作地区の出水,谷山地区は平均単価も比較的安く、外海漁場の川内一,阿
 久根,島平地区は高めを示した。

 漁場観一側逮報(7月.分⊃

養殖部

 ○藩内州月神は・最高水温の平均が…一・・p・最低水温の平均が・生・6
 ℃。月間の琴高水温は下旬の29・5℃・最低水温は上旬の星2・5℃であった門
 敵月よりも3℃以上高くなり,昨年同期よりも低目を示している。。

 ○水成川の氷温は一最高氷温の平均が24.46℃,最低水温の平均が23.83℃

 で,構内よりも低目を示した。月間の最高氷温は下旬の27.6℃,最低水温は

 上旬の21.O℃。箇月からは4,℃近く高く三上昇傾度は地区よりも夫である。

 昨年同期よりも1℃余り低く汰っている。

 ○福山の水温は,最高水温の平均が27,21.℃.,最低水温の平均が2-8.20℃
 で,最高最低の較差が他地区よりも大一きく、いわゆる湾奥の特性を示している。

 月間の最高水温は下旬の3ユ.5℃、最低水温は上旬の21.O℃;前月より3℃

 余り高くなったが.前年同期に比して最高で1.7℃,最低で2.7℃低くたった。

 「.○全般的に前月よりも3℃以上高くなり・下旬には外海に面した地区で27～

 1,28℃・湾奥で30℃に上昇するよ州った・またどの地区でも昨年同期よ
 りも1℃爾後低目を示した。

 長崎海洋気象台7月下旬発表の項目本海況旬報によると.平年に比べてかな
1・
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 り低目であった黄海南部の冷水域が殆んど平年・並みに近づいたムめ,全域にわた
 り平準並みかや二低目の状態となっている。今後の海面水温は緩やかに上昇し・一

 大体平年並みからや工高目に娃移する見込みでふる。なお,沿岸.入海などでは
 赤潮の発生するおそれもあるから珪意す・るよう牝と報じていえ。

       ド1億溝・内水成川.福山
       別'＼最高最低最高最低.最高最低

       上2&6023.4522・0321.41。。「、。。
       中'25.0724.全32壬.5624.5626.2623,2壬

       5・1526.6025.9030,662名.76

       月4.3624.4628.8827.2128.20

       午3.13十3.6ユ十3.87十3.36十3.O.4       一〇.70一◎.6.2一1.27一属亡・選
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定置観測(7月分)

養1種部

 ○旬平均水温。比重(満潮時,表面一)

        ＼旬＼水温・.℃.、1;比"重甘1・        、本笹差1前年同期茜1「㍗平年差・本年前句差一前年同期義'一平年差        123.10十・お・1r・十ト十■吋        上、0812046i」呂.13一2,51一2.22一山一一
        「        中'24.85十王辻一2生打清丁。、、'一I2.O

        i121刃8十〇.90一02        点貯ト、、.ユllI三21.23,一2.65.1.5呂
 7月の水温。比重



 7月の漁海況

漁業部

 旋網は依然として偉調であ?た。漁梛1jでほ薩南漁場ら不壷が大きく∴枕崎港
 水揚は昨年の約・…L牌川・の川帆と∫まザサバの雫平が低
 下し総体の本場に大きく牢響し・て・いる・

 北麓漁場では1中・犬醐は牌並かや二年下気雫干あり・一昨年より。牛型船
 は'・・程度の減少・中型船は'く・の減少㍗が岬の小型船は昨年・ぺ年年
 を上廻り小アジ・小サバが増卒してい弓グ・.
 カツオ船は大型が昨年,一昨年を大きくよ廼つたが,こ'おはトン余釣の不漁で

 カツオ漁えの切替が早かつ丸ごとによるが,小型船は昨年よ'り増加してお1り一昨

 年よりは不振である。枕崎港水揚の八円絨ま,本年は好漁が続いており小サバの

 割合が多くなっている。

 水揚状況の比較
岳2年壬3年'

 業十TT「πI一 ■

↓

 〈工9929111ユ032

1

 旋網篶1;llllネ
ー I ■

干牙壮1
 ∴二「』そ
 サパー本釣阿久根I38

 千田組{十㌣一

 ユ生÷



奄美短信

 8月も中旬となり,報告書取纏苧の時期が例年通りやって来た感がするボ・大
 島は8月た入り低気圧,台風等の影響で連日1ヨ中の室温は、30℃を上下し,時

 折にわか雨ともつかぬスコールが降り.どこからとも次く汗がにじみ出て来る憂

 うつ汰iヨ光が続、・ている。隔日毎の定期船は、未だ日焼けしきらない若い男女の

 リュック姿を亜熱帯の島に運び.例年通りの姿を街にかもIし出して{・る様である。

 殆んど神永庭部,専輪島等の亜熱帯の島,澄んだ海にあこがれての観光であるが

 中には学術調査の目的で当大島を訪れる組もある。尭目,一旅行者が不慣れな海

 岸に足を踏み入れ事故を起したが,サンゴ。熱帯魚等海の資源肥育;左下されるのは

 ・鰭構七あるが.資源の保護を箭提にした観光であってもらいたい。一方資源調査

 目的で訪れる調査団は大いに歓迎し,又良き開発資料を我々花残しイいらてもら

 いたい。

 先月より小笠原返還に伴たう漁業」般についてマスコミが報道している様であ

 るが。当諸島は緯度も大島と殆んど変ら放い亜熱帯に属」大局同様「亜熱帯の・
 島」「サンゴ礁の島」等報道している。しかし復帰前迄は漁民らしき漁民は存在

 せず,自家消蟹把間に合うだけの漁獲しかして、・たい為,資源面では荒らされず

 大変豊富であるが,復帰と同時に大型船の密漁により,根こそぎ持つ.ていかれる

 と聞く^この棲な資源保護とい・う了見を持たない漁業者が存在する事は水産界に

 とって恥ずべき事実である・率もある5狂法を破ってまで漁業資源は減少してい
 るのであろうか。近年採る漁業より俸ろ漁業が叫ばれているが,100%全部が

 業界で実っているとは言い難い状態である。水産にたずさおる人間として考えさ

 せられる点が多分に存在する事を改めて認識する.・と1同時に1∴期待把そうよう努力

 したい、一方当本試のマヘ人工採酋も7月末の受精を一始めとし、職員一同」頑張っ
 ている次第です二
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 茎__色_概二。望、

1.率一上.場
 r義塾

 g人.事.異.動
 幸.づ・・日為
 錆..水産試験場原要務部長。旧崔土木部住宅課課長補佐ナ

徳1由重雄

 命,岬㌘1課㍗1中.†産試験場庶㍗長)
 I、'。月と。目付
命水産試験場庶務主任(旧任'伊集院保健所総務課主任)

琳一森弘

 †㌣㌘主∵∵産試験場㍗務∴任r.
 ホ7月.30I目付一

 I命水産試験場(1“任県立短期大尊)
柳田一.一一聰二枝

 、争作所(旧在太蹴駿場)・専・
 1㍗平雪

 車1I
 b・月・1∴川貝一・・エビ分欄査一(枕崎二開榊脊).
 07月2吐目～8月5戸大塾魚礁設置予備調査(吹上浜一J

 08月8～12.弓バショウ流し縄準場調査
 。。月。目新調去船。さ砿ん。{ユ、。.。。冶。。。。。馬一力(。。。。。

 X2)、}引渡し

 。。月。。冒。さつなん。鹿児島二蹴

 O.8月!6日副知事・県議会琴長・関係靴より竣工式典及ぴ祝賀式1

 一}6F



 .と翌二割
 ・O真珠漁場観測1

 寵>水飽先において.出続き実施中。・表面水温ほ7月20目29.2℃を示し

 て以来126・5・～蔓8・多℃で異準高次温は示さ卒い・比重は表面ではまだ22
 以下である。8月工≒目以来ブランクトソも急減した。・

 ○ポリドIラ,・クジヅボ幼生計数

 .龍ケ水地先で7日毎㌍サニ/プリγグし,ポリドラ,フジツボ幼生数を計鼓中

 であるか1フジッポが急滅亡1ポリドラも減少気味である。

 ○アコヤガイ採童試験

 前月午引続き3ケ所で委託試験中で・いずれもコレクターの稚貝停着率が悪I
い;

 0クルマエビ放流追跡詞章(志布志町)

 示第3回目遺跡調査(?月3ユ目～8一月i目〕

 一も月.19日放流した・クルマエビ320万尾についてポンプ網による第3回

 目の埠跡調査を実施。放流群の最大長7・6伽。3ダ・・
*第4回自追跡調査(8月20月)

 条4回目放流追跡調査、放拓群!推定さ虹るクルマエビについてはポ;/プ
 網で殆ん苧採集されなかった。自然発生群が新た牝出現した。

 ○ノリ関係

 キ糸状体培養(月間)一'一I汁

 *のり養殖討函指導.

 ・8月2暑目～豊4目(出水市)

 ○サワービ関係

 *アワビ放流効果調査8月7買～ユO白(里村)

 去予5月16日に55g、個の標識放流を行たったが・これの追跡調査及ぴ
 漁場壌境調査を実施した。これにより標識見ユ12鰯再捕され,また癌動範

 囲も20～30m内で確認された。

 *トコブシ.アワビ餌料別飼育試験(月間)

 前月から一継続してハパノリ,アオサ,余レダワラ.一コ!ブについて餌料別
 飼育。(寵ケ水地先)

一17



璽二重.圃
 ○シワガザミ珍味製造試験

 え湾内底曳甑獲物のうち未利用のまふ碑棄されているシーワガザミの珍味製造に
 当りて甲殻の軟化・,色調の保持を図るための処理方法を検討した・

 O一関亀脱色試験
 由年実施の脱色予備試験肥茜づき実用化の方向を検討する化め現姑試験を実

 施した。

 ○練製品を原料としてオナガザメ。の凍結貯蔵試験・(継続)

0当月技術相談来訪者

26件32.各

産

0

 クψマエビ配合餌料試験

 主原料・ρ・比較を.主目的とした第1回試験が開始以率・30日目.の7月.31目で

 終T1引蝕第2回目を8・月'・戸・鯛50目の.予定干開・始・
 定期漁場調査?月24目及び8月1,5.2・O.目

 垂水市海溝一・牛綾地区1・マチ養魚場附近の雌1・底質及び細菌調査・
水質調査

 経済企画庁委託による川内川河口榔含の本質調査を7月26,2.7肩実施。.
 大塵養魚場依頼によ.り.十曾川上流の水質調査を8月3、.4目実施。

 阿久摂地先沿岸?水質及ぴ生物調査を8月一7,8目実確。
 ハマチ養成指導

 菓町漁協及ぴ阿久根漁協管下のハマチ養殖場に痘魚が発生,依頼㌍より8月

 6～8貝迄それの対策指導。.

 §大島.分場

重
 O・8月・.㍉風畔岬苧竿源部琴が奄美師調師比坤米所。

18'一



漁業係

0虞定置網試験(瀬戸内町犬浜)

團
 ○とび無塩干,ウニ加工指導(龍郷射)

 05月月7月までカツオ切込高15.O00佃

使用料32,620円 納入済

竈

 g7月27日第1回マベ産卵誘発受精以後8月3胃、7目,12目に産卵誘発
 を行たい,それら幼生飼育申。
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